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要旨 

選好が線形の公共財供給では，プレイヤーにフリーライドする動機が生じるため，理論的

には投資しないことが支配戦略となる．しかし，投資を 60 回繰り返しても平均投資額がゼロ

にならないことが実験で観察されている．投資する要因として other-regarding preference（他

者を考慮する選好）または social preference（社会的選好）が考えられる．そうした選好につ

いては，これまでに altruism（利他主義），kindness（親切），warm-glow（温情），reciprocity（互

恵）などの考え方が提示されている．しかし，現時点ではこれらの考え方のいずれが投資を

決定づけるのか一致した見解はない．これは，上記の考え方が混合している可能性があるこ

と，もしくは，上記の考え方とは異なる考え方が存在する可能性があることを意味する． 
そこで，本研究では先行研究で提示された考え方をより詳しく検証することに加えて，新

たな考え方を提示するために，2 つの公共財供給実験を行った．これらの実験から，毎回相

手を変えながら繰り返し行われる公共財への投資について，以下の 4 つが明らかになった．

第 1 に，初期保有を全て投資する動機は 2 種類あるということである．第 2 に，この 2 種類

の動機によって投資の大部分を説明できるということである．第 3 に，それらの動機とは，

(1) パレート効率的な結果を目指す条件付き協力動機と，(2) 社会を支配戦略均衡による結果

からパレート改善させることを目指す動機であるということである．第 4 に，altruism，kindness，
warm-glow といった考え方で公共財への投資を説明できる余地は小さいということである． 
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